
静岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例の一部改正

１ 要 旨

静岡県は、自転車を利用する児童生徒の安全を守るため、「静岡県自転車の安全

で適正な利用の促進に関する条例」において、幼児と自転車通学の小中学生に自転

車利用時の乗車用ヘルメットの着用を義務としていますが、高校生は義務の対象外

です。

近年、高校生による自転車死傷事故のうち、通学中の割合が７割以上と高く、ヘ

ルメット着用率も約５％と極めて低い状況です。また、通学時における高校生の死

亡事故が３年連続して発生しています。（別添資料「児童・生徒の自転車事故（静岡県）」参照）

自転車事故の致命傷は頭部の損傷が約６割を占めていることから、ヘルメットの

着用を促進し、自転車乗車中の事故による被害の軽減と死亡事故の防止を図るため、

義務対象範囲を通学時の高校生等まで拡大するよう本条例を一部改正します。

２ 改正内容

条例に記載の「生徒」について、高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援

学校の高等部、専修学校の高等課程に在学する者を義務の対象として追加します。

３ 今後の予定（案）

・令和８年９月 改正条例案の提出（９月県議会定例会予定）

改正内容の周知、関係教育機関等での準備

・令和９年４月 条例施行（４月１日予定）

【参考】

現行 改正後

（自転車の安全適正利用）

第９条

５ 児童及び生徒（中学校、義務教育学

校、中等教育学校の前期課程又は特別支

援学校の中学部に在学する者に限る｡)

は、通学のために道路において自転車を

利用するときは、乗車用ヘルメットを着

用しなければならない。

（自転車の安全適正利用）

第９条

５ 児童及び生徒（中学校、義務教育学

校、高等学校、中等教育学校、特別支援

学校又は専修学校の高等課程に在学す

る者に限る｡)は、通学のために道路にお

いて自転車を利用するときは、乗車用ヘ

ルメットを着用しなければならない。


